
　
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、
製
造
・
生
産
現
場
の
中
核
を
担
っ
て
い
る

中
堅
人
材
や
伝
統
的
・
文
化
的
な
「
技
」
を
支
え
て
き
た
熟
練
人
材
、
今
後
を

担
う
若
年
人
材
な
ど
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
各
世
代
の
人
材
の
う

ち
、
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
材
を
政
府
が
表
彰
す
る
制
度
で
あ
る
。
も
の

づ
く
り
へ
の
国
民
的
な
関
心
を
高
め
、
従
事
す
る
人
材
が
誇
り
を
持
ち
、
若
手

や
子
供
が
尊
敬
や
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
自
ら
の
仕
事
に
し
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
社
会
を
目
指
し
、
２
０
０
５
年
に
総
理
大
臣
表
彰
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ

た
。
経
済
産
業
省
と
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
の
４
省
が
担

当
し
、
２
年
に
１
回
実
施
し
て
い
る
。

内
閣
総
理
大
臣
賞

経済産業省製造産業局素形材産業室長・ものづくり政策審議室長田中　哲也氏インタビュー
　
東
日
本
大
震
災
で
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
た
、
自
動
車
を

は
じ
め
と
す
る
世
界
の
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
停
滞

さ
せ
る
ほ
ど
の
実
力
を
持
つ
日
本
の
製
造
業
。
そ
の
存
在
感

の
一
方
で
、
六
重
苦
と
も
七
重
苦
と
も
言
わ
れ
る
課
題
は
解

決
さ
れ
て
い
な
い
。
優
れ
た
技
能
や
技
術
を
誇
る
人
材
を
表

彰
す
る
政
府
の
「
第
４
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
へ
の
評

価
を
交
え
な
が
ら
、
日
本
の
製
造
業
の
今
後
を
ど
う
見
る

か
、
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
の
田
中
哲
也
素
形
材
産
業
室

長
・
も
の
づ
く
り
政
策
審
議
室
長
に
聞
い
た
。

地
道
に
頑
張
っ
た
人
に
光
を

　
―
そ
も
そ
も
日
本
に
お
い

て
製
造
業

も
の
づ
く
り
産

業

は
、
ど
ん
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
日
本
の
雇
用
者
数
に
占

め
る
製
造
業
の
割
合
は
２
０

１
０
年
に
２
割
、
国
内
総
生

産

Ｇ
Ｄ
Ｐ

で
は
２
割
を

占
め
る
。
１
９
８
０
年
代
に

は
そ
れ
ぞ
れ
３
割
だ
っ
た
こ

と
を
見
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
産

業
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
確

か
。
だ
が
、
海
外
の
自
動
車

産
業
を
支
え
て
い
る
の
が
、

実
は
地
方
の
部
品
や
素
形
材

の
中
小
企
業
で
あ
る
ケ
ー
ス

は
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た

最
高
の
も
の
づ
く
り
が
で
き

る
人
材
や
技
術
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
作
る
産
業
の
集
積
は

世
界
に
も
な
い
。
日
本
の
強

み
と
し
て
今
後
も
大
切
に
す

べ
き
だ
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
だ

け
で
日
本
の
国
富
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
ず
、
製
造
業
は

今
後
も
産
業
の
コ
ア

中

核

と
な
る
だ
ろ
う
」

　
「
も
の
づ
く
り
が
日
本
の

文
化
に
根
ざ
し
て
い
る
面
も

あ
る
。
伝
統
工
芸
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
美
し
い
作
品

を
作
っ
て
愛
で
る
、
そ
の
作

品
を
作
る
職
人
は
諸
大
名
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
歴
史
や

文
化
が
あ
る
。
何
か
を
作
り

出
す
こ
と
は
、
日
本
人
の
気

質
に
合
っ
て
い
る
と
思
う
」

　
―
足
元
を
見
れ
ば
製
造
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

で
す
。

　
「
最
近
は
少
し
戻
し
て
き

た
も
の
の
、
依
然
円
高
傾
向

で
あ
る
点
や
電
力
供
給
不

安
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
、
法
人
税
負
担
な
ど
、
日

本
で
も
の
づ
く
り
を
す
る
た

め
の
競
争
条
件
は
非
常
に
悪

化
し
て
い
る
。
中
長
期
的
な

構
造
を
見
れ
ば
、
国
内
需
要

が
少
子
高
齢
化
に
よ
り
縮
小

す
る
一
方
、
ア
ジ
ア
の
新
興

国
で
は
需
要
が
旺
盛
。
個
々

の
企
業
が
ア
ジ
ア
大
、
世
界

大
に
事
業
を
広
げ
て
い
く
の

は
自
然
な
流
れ
で
、
不
可
逆

な
動
き
。
そ
の
中
で
、
本
来

日
本
に
残
す
べ
き
も
の
づ
く

り
の
現
場
や
機
能
ま
で
日
本

を
出
て
行
っ
て
し
ま
う
事
態

だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
経
産
省
は

年
度
３

次
補
正
予
算
で
３
３
０
０
億

円
か
け
た
国
内
立
地
補
助
な

ど
の
措
置
を
し
て
い
る
。
優

れ
た
技
術
を
開
発
で
き
る
現

場
を
残
す
支
援
と
、
中
小
企

業
を
含
め
た
海
外
展
開
支
援

の
両
輪
で
政
策
を
進
め
る
」

　
―
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

に
つ
い
て
、
受
賞
者
へ
の
エ

ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
企
業
や
組
織
単
位
で
は

な
く
、
個
人
一
人
ひ
と
り
に

賞
を
与
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
表

彰
で
、
も
の
づ
く
り
の
現
場

で
地
道
に
頑
張
っ
て
き
た
人

に
光
を
当
て
る
狙
い
が
あ

る
。

今
ま
で
や
っ
て
き
て

良
か
っ
た
、
よ
し
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
る
ぞ

と
思
っ
て

も
ら
え
る
表
彰
と
し
て
続
け

て
い
き
た
い
。
４
２
３
件

経
産
省
分

の
応
募
の
中

か
ら
選
ば
れ
て
お
り
、
受
賞

者
に
は
心
か
ら
敬
意
を
表
し

た
い
。
日
本
の
も
の
づ
く
り

が
強
い
の
は
、
皆
さ
ま
の
よ

う
な
方
々
が
あ
っ
て
の
こ

と
。
今
後
は
後
進
の
指
導
や

技
術
の
継
承
に
も
力
を
生
か

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ

て
い
る
」

経
済
産
業
大
臣
賞

サ
ン
ビ
ッ
ク
ス

バ
イ
オ
マ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

も
の
づ
く
り
を
担
う
人
と
技
術

第
４
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

各
世
代
の
優
秀
な
人
材
を
表
彰
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
２
３
件

ものづくり展東京・上野で開催中
　
東
京
・
上
野
の
国
立
科
学
博
物

館
で
「
第
４
回
も
の
づ
く
り
日
本

大
賞
」
の
受
賞
内
容
を
紹
介
す
る

企
画
展
「
も
の
づ
く
り
展
　
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
　
Ｅ
Ｘ
Ｈ

Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

経
産
省
主

催

が
開
か
れ
て
い
る
。
企
画
展

で
は
「
も
の
づ
く
り
か
ら
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
受

賞
案
件
の
う
ち
、
経
産
省
に
関
わ

る
も
の
を
実
物
や
パ
ネ
ル
で
展
示

し
て
い
る
。
開
催
は
４
月
８
日
ま

で
。
入
館
料
は
６
０
０
円

高
校

以
下
と

歳
以
上
は
無
料

。

電
子
機
器
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生

さ
せ
な
い
亜
鉛
め
っ
き
の
開

発水
野
永
喜
氏
ら
８
人

　
亜
鉛
メ
ッ
キ
は
安
価
で

さ

び
に
く
い
半
面
、
製
品
表
面

か
ら
発
生
す
る
ウ
ィ
ス
カ

直
径
１

―
２

の
ひ

げ
状
の
亜
鉛
単
結
晶

の
飛

散
・
接
触
を
原
因
と
す
る
プ

リ
ン
ト
基
板
で
の
短
絡
障
害

な
ど
の
抑
制
が
課
題
と
さ
れ

て
き
た
。
近
年
の
電
子
機
器

分
野
で
の
短
小
軽
薄
化
の
加

速
も
こ
の
問
題
を
一
層
顕
在

化
さ
せ
て
い
た
。

　
特
許
を
取
得
し
た
「
ゼ
ロ

ウ
ィ
ス
カ
Ｓ
」
は
、
特
定
の

メ
ッ
キ
浴
組
成
で
の
内
部
応

力
を
低
く
抑
え
る
な
ど
、
亜

鉛
メ
ッ
キ
製
品
で
の
ウ
ィ
ス

カ
の
発
生
を
な
く
し
た
。
特

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
床

パ
ネ
ル
な
ど
で
は
標
準
化
の

動
き
も
あ
り
市
場
を
拡
大
し

て
い
る
。

世
界
の
常
識
を
覆
し
た
「
プ

ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
」
製
造
方

法
の
開
発

工
藤
義
昭
氏

　
工
藤
義
昭
社
長
が
開
発
し

た
氷
頭
と
呼
ば
れ
る
サ
ケ
の

ず

ひ

頭
に
含
ま
れ
る
鼻
軟
骨
か
ら

機
能
性
素
材
「
プ
ロ
テ
オ
グ

リ
カ
ン
」
を
ア
ル
カ
リ
抽
出

す
る
技
術
は
、
酸
性
手
法
に

比
べ
て
８
倍
も
大
量
に
生
成

で
き
る
。
多
く
が
捨
て
ら
れ

て
い
た
氷
頭
を
有
効
活
用
す

る
だ
け
に
、
伊
東
良
孝
前
釧

路
市
長

現
衆
院
議
員

は

「
新
し
い
地
場
産
業
に
な
り

得
る
」
と
考
え
、
釧
路
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
事

業
化
を
支
援
し
た
。

　
同
素
材
は
保
湿
性
や
細
胞

活
性
化
機
能
を
持
ち
、
現
在

は
主
に
健
康
食
品
、
化
粧
品

の
原
料
と
し
て
販
売
。
ケ
タ

違
い
の
需
要
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
る
医
薬
品
に
用
い

る
た
め
の
研
究
開
発
も
進
め

て
い
る
。

▲ 日に開いた「ものづくり展」プレス内
覧会には中根康浩経済産業大臣政務官 が
駆けつけ「多くの人に、ものづくりの奥深
さを感じてもらいたい」と語った

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 ３月２８日 水曜日 ◎　

　
第
４
回
の
今
回
は
内
閣
総

理
大
臣
賞
と
し
て
、
新
日
本

製
鉄
の
茨
城
哲
治
氏
や
バ
イ

オ
マ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

北

海
道
釧
路
市

の
工
藤
義
昭

氏
、
齋
栄
織
物

福
島
県
川

俣
町

の
齋
藤
泰
行
氏
、
コ

ド
モ
エ
ナ
ジ
ー

大
阪
市

の
岩
本
泰
典
氏
ら

件
・

人
が
選
ば
れ
た
。
今
回
は

「
現
代
の
名
工
」
「
建
設
マ

ス
タ
ー
」
や
、
昨
年
秋
に
ロ

ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
「
技
能

五
輪
国
際
大
会
」
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
も
選
ば
れ
た
。
受
賞

者
は
２
月

日
に
首
相
官
邸

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
野
田

佳
彦
首
相
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。
野
田
首
相
は

「

も
の
づ
く
り
の

現
場

力
が
日
本
の
経
済
・
産
業
を

支
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
技
術
と
心
を
、
次

の
世
代
に
つ
な
い
で
世
界
に

広
め
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
バ
イ
オ
マ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
の
工
藤
氏
は
、
保
湿
性
に

優
れ
、
細
胞
活
性
化
機
能
を

持
つ
プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
を

低
コ
ス
ト
で
大
量
生
産
す
る

製
造
方
法
を
開
発
し
た
。
副

作
用
も
な
く
、
人
に
対
し
て

安
全
に
使
用
で
き
る
の
が
特

徴
。
化
粧
品
や
健
康
食
品
な

ど
の
原
料
と
し
て
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
が

ん
ワ
ク
チ
ン
、
潰
瘍
性
大
腸

炎
治
療
剤
な
ど
医
薬
分
野
へ

の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　
新
日
本
製
鉄
の
茨
城
氏
ら

８
人
の
チ
ー
ム
は
、
不
純
物

を
含
む
劣
質
製
鉄
ダ
ス
ト
か

ら
良
質
な
還
元
鉄
と
亜
鉛
原

料
を
作
る
技
術
を
開
発
、
確

立
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
か
ら
は
、
直
径
０
・

１

以
下
の
極
細
絹
糸
に

よ
る
絹
織
物
を
商
品
化
し
た

齋
栄
織
物
の
齋
藤
氏
ら

人

の
チ
ー
ム
が
受
賞
し
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
ほ

か
、
経
済
産
業
大
臣
賞
に
は

サ
ン
ビ
ッ
ク
ス

福
島
県
郡

山
市

の
水
野
永
喜
氏
、
住

友
金
属
工
業
の
太
田
晃
三

氏
、
茶
久
染
色

愛
知
県
一

宮
市

の
蜂
矢
雅
明
氏
、
ユ

ニ
・
チ
ャ
ー
ム
の
石
川
泰
幸

氏
、
博
多
織
技
能
開
発
養
成

学
校
な
ど

件
・

人
が
受

賞
し
た
。
サ
ン
ビ
ッ
ク
ス
の

水
野
氏
ら
８
人
の
チ
ー
ム

は
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
で
電
子
機

器
ト
ラ
ブ
ル
を
誘
発
す
る
原

因
と
な
る
微
細
で
ひ
げ
状
の

亜
鉛
物
質

ウ
ィ
ス
カ

を

発
生
さ
せ
な
い
技
術
を
開
発

し
た
。
取
引
先
企
業
か
ら
強

い
要
望
を
受
け
て
開
発
に
着

手
し
、
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

関
す
る
研
究
か
ら
技
術
開

発
、
量
産
体
制
ま
で
を
約

カ
月
と
い
う
短
期
間
で
実

現
。
大
手
企
業
を
含
め

社

以
上
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
別
賞
は

件
・
１
３
７
人
を
、
優
秀
賞

に
は
中
央
発
條
の
渡
邊
明
博

氏
ら

人
と
野
田
金
型
の
堀

口
展
男
氏
、
新
日
本
テ
ッ
ク

の
和
泉
康
夫
氏
ら
６
人
、
小

松
電
機
産
業
の
小
松
昭
夫
氏

ら
８
人
、
安
田
工
業
の
安
田

拓
人
氏
ら

人
な
ど

件
・

３
２
２
人
が
受
賞
し
た
。


